
Vol.9※医療人キャリアセンターMUSCATはますかっと病児保育ルームの活動を支援しております。

ますかっと病児保育ルームからのお知らせ

水薬について・・・

・水薬を持って来られる時は、
１回分に分けて持って来て下さい。

受け入れ基準の見直しをしました!!

・受け入れ人数が今まで、５名でしたが ６名になりました。
・熱の受け入れは今まで、 38.5℃でしたが 39℃までに変更しました。
・麻疹・風疹・水痘（帯状疱疹を含む）は空気感染の為、受け入れが出来なくなりました。

・ますかっと病児保育ルームは開所当時から、インフルエンザの受け入れをしていませんでした。
平成３１年２月から、解熱して４８時間経過していれば受け入れをすることになりました。
解熱剤使用の場合は解熱剤使用8時間後から数えて下さい。

・インフルエンザ流行の季節は、37.5℃以上の時は必ずインフルエンザの検査をお願い致します。
（インフルエンザの検査をしていない場合は、受入れ出来ません。）

利用される時は、こちらのルートでお越し
下さい。他の患者さんもいらっしゃいます
ので必ずマスクの着用をお願いいたします。

・冷蔵庫に保管する食べ物（ゼリー、果物など）
は袋に入れて名前を書いて持って来て下さい。

食べ物について・・・
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ますかっと病児保育ルーム

http://www.okayama-u.ac.jp/user/jinji/diversity/jisedai/muscat1.html

(岡山大学次世代育成支援室/医療人キャリアセンターMUSCAT）

岡山大学医学部と川崎医療福祉短期
大学医療保育科から実習生が来ました

勉強会を行いました

救急科と小児科の医師に協力して頂き救急トレーニングや予防接種について勉強させて頂きました。

６月2７日（水）に山本先生から「窒息について」、８月２8日（火）は津下先生から「予防接種について」
８月２９日（水）塚原先生に「誤飲時の対応の仕方について」、12月４日（火）に斎藤先生から「アレル
ギーについて、エピペンの使い方」を教えて頂きました。ますかっと病児保育ルームのスタッフや病棟保育
士、小児科外来の看護師、なかよし園の保育士、川崎医療福祉短期大学の実習生が参加しました。

岡山大学医学部の１年生２名が５日間、川崎医療
福祉短期大学の３年生３名が１０日間の実習に来ま
した。最初は緊張している様子でしたが、たくさん子
どもたちと関わりを持ち、遊んでもらった子どもたち
はとても嬉しそうでした。そして、病児保育の玄関や
小児科外来、東２階病棟の秋の壁面を製作してくれま
した。

ノートルダム清心女子大学児童
学科で講義を行いました

平成３０年7月2７日（金）ノートルダム清
心女子大学児童学科2年生9５名を対象にます
かっと病児保育ルーム担当の林原 愛保育士
が「ますかっと病児保育ルームの紹介」を演
題に講義を行いました。昨年度も講義をさせ
て頂き、学生さんからの質問にも答えさせて
頂きました。
①岡山大学病院ますかっと病児保育ルーム

の紹介、②病児保育における保育士の仕事～
実例を通して～、③壁面や病児の製作物など
を紹介しました。病児保育で手作りをしてい
るおもちゃや、壁面飾りをまとめたノートな
ど、実際学生さんに見て頂きました。学生さ
んから、「病児保育がどんな場所なのか知れ
た」とたくさんの感想が寄せられました。

ますかっと病児保育ルームの利用推者推移
（平成30年6月30日現在）

ますかっと病児保育ルームでは、お子様
たちの安全確保のため緊急時や感染症対策
として、4歳児（平成27年3月生まれ）ま
でのお子様を対象に事前登録票の更新を毎
年行っております。２月になりましたら院
内便で送らせて頂きますので、大変お手数
をおかけしますが、新しい事前登録票にご
記入をお願い申し上げます。また、退職予
定の方、産休、育休の方もお知らせ下さい。

事前登録更新について


